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町花：山百合

 ６ 年生に手をひかれる新入生
古殿小学校入学式 （４月６日）

新年度予算44億1,300万円を可決� ������� ２

可決した条例等���������������� ６

一般質問：平成30年度新規事業など８議員が12問� �� ８

追跡レポート：大豆等の生産拡大の取り組みは�� 17
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３ 月 定 例 会

　
３
月
定
例
会
は
９
日
か
ら
16
日
ま
で
、
８
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
年
度
予
算

を
始
め
、
古
殿
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
や
、
古
殿
町
民
体
育
館
条
例

の予算を可決

平
成
30
年
度一般
会
計
予
算

審
議
議
案

防災行政無線デジタル化改修事業など

疑
質Q 

町
税
収
入
を
伸
ば
す
た

め
に
、
町
と
し
て
対
応
し
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
は
あ
る

の
か
。

A 

適
正
に
納
税
義
務
者
を

把
握
し
、
正
し
い
課
税
を
す

る
こ
と
に
務
め
ま
す
。

Q 

人
口
減
少
の
抑
制
、
農

林
業
な
ど
地
元
産
業
の
活
性

化
が
町
税
収
入
増
加
に
つ
な

が
る
か
。

A 

人
口
増
に
向
け
た
施
策

を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
思

う
よ
う
に
い
か
な
い
現
実
も

あ
り
ま
す
。
歳
入
歳
出
の
バ

ラ
ン
ス
を
踏
ま
え
な
が
ら
行

政
運
営
に
あ
た
り
ま
す
。

Q 

コ
ス
モ
ス
荘
の
建
築
予

定
に
伴
う
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
建
物
移
転
に
つ

い
て
、
30
年
度
の
予
算
は
な

い
の
か
。

A 
平
成
31
年
度
の
前
半
ぐ

ら
い
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
に

移
転
を
す
る
か
協
議
を
し
て

決
定
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q 

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
必
要
性
の
あ
る
世

帯
は
調
査
に
基
づ
く
も
の
か
。

A 

申
請
に
基
づ
く
も
の
で

す
が
、
民
生
委
員
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
、
役

場
職
員
等
が
、
必
要
性
を
感

じ
た
場
合
は
協
議
の
う
え
、

設
置
の
手
続
を
と
り
ま
す
。

Q 

池
ノ
内
の
高
齢
者
居
住

施
設
に
つ
い
て
は
、
当
初
は

冬
場
の
高
齢
者
世
帯
の
住
ま

い
だ
っ
た
が
、
通
年
の
住
宅

建
設
と
な
る
方
向
性
に
変

わ
っ
た
の
か
。

A 

当
初
は
条
件
の
悪
い
冬

期
間
限
定
と
い
う
こ
と
で
し

た
が
、
補
助
金
等
を
鑑
て
、

通
年
対
応
の
建
築
に
着
手
す

る
方
向
を
選
択
し
ま
し
た
。

Q 

農
業
次
世
代
人
材
育
成

投
資
事
業
補
助
金
と
は
新
し

い
事
業
な
の
か
、
平
成
29
年

度
ま
で
の
青
年
就
農
給
付
金

の
名
称
が
変
わ
っ
た
だ
け
か
。

A 
平
成
30
年
度
か
ら
名
称

が
変
わ
り
、
新
規
就
農
該
当

者
が
５
年
間
に
わ
た
り
、
１

年
間
１
人
１
５
０
万
円
の
給

付
金
が
交
付
さ
れ
る
内
容
で

す
。
平
成
30
年
度
は
田
口
地

区
、
下
松
川
地
区
の
２
名
が

対
象
で
す
。

Q 

Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
森
林
認
証
普

及
促
進
事
業
補
助
金
は
、
認

証
を
受
け
た
い
方
に
対
し
て

面
積
当
た
り
の
計
算
で
算
出

し
て
い
る
の
か
。

A 

製
材
業
者
等
の
方
が
Ｃ

Ｏ
Ｃ
認
証
を
取
得
す
る
経
費

の
２
分
の
１
を
補
助
す
る
も

の
で
す
。

Q 

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ

ル
化
改
修
工
事
は
、
今
の
段

階
で
伝
搬
調
査
は
済
ん
だ
の

か
。
不
感
地
帯
は
な
か
っ
た

か
。A 

伝
搬
調
査
に
つ
い
て
は

実
施
済
み
で
、
町
内
全
域
が

網
羅
で
き
ま
し
た
の
で
実
施

に
踏
み
切
り
ま
す
。

Q 

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ

ル
化
改
修
工
事
に
関
し
て
、

総
務
省
が
安
く
仕
上
が
る
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
た
と
い
う

こ
と
か
。

A 

平
成
27
年
か
ら
総
務
省

と
業
界
団
体
等
が
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
、
低
廉
価
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
き
ま
し
た
が
、

各
社
ほ
ぼ
出
そ
ろ
い
ま
し
た

の
で
、
入
札
を
実
施
し
ま
す
。

Q 

町
民
体
育
館
開
館
記
念

各
種
講
習
会
講
師
は
何
人
を

想
定
し
て
計
上
し
て
い
る
の

か
。
町
民
体
育
館
開
館
記
念

事
業
実
施
業
務
委
託
と
い
う

の
は
、
イ
ベ
ン
ト
会
社
に
開

館
記
念
事
業
を
委
託
す
る
と

い
う
こ
と
か
。

A 

講
師
報
償
は
、
町
内
外

か
ら
選
手
が
集
ま
る
大
会
で

技
術
向
上
の
た
め
講
習
を
開

催
す
る
町
内
の
競
技
団
体
等

に
、
講
師
の
謝
金
を
支
援
す

る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

上
限
が
20
万
円
で
、
５
団
体

と
い
う
こ
と
で
考
え
て
お
り

ま
す
。
委
託
料
の
内
訳
は
、

公
開
番
組
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
の
ど
自

慢
」
に
つ
き
ま
し
て
１
１
０

０
万
円
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
関
係
の
連
携
事
業
と
し
て

４
０
０
万
円
程
度
計
上
し
て

お
り
ま
す
。

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
副
町
長
の
選
任
な

ど
の
人
事
案
件
を
含
む
提
案
さ
れ
た
26
議
案
が

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
、
15
日
に
閉
会
し
ま

し
た
。
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賛　成

野崎
藁谷
緑川
鈴木（一）
佐藤
矢内
鈴木（昭）
木戸
関根
佐川

反　対

岡部

平成30年度予算審議

総額44億1,300万円
町民体育館開館記念事業・

　
今
議
会
に
提
案
さ
れ
た
内
容
は
お
お
む
ね
理
解
で
き
る
と
し
て
も
、
昨
年
度
中
に
一
般

質
問
や
議
案
審
議
で
取
り
上
げ
た
問
題
に
つ
い
て
、
今
年
度
施
策
に
盛
り
込
ま
れ
な
い
こ

と
か
ら
今
年
度
予
算
に
つ
い
て
反
対
し
ま
す
。

岡
部
淳
一�

議
員

反
対

　
予
算
総
額
に
お
き
ま
し
て
は
前
年
度
よ
り
７
億
３
２
０
０
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
子

育
て
支
援
、
福
祉
対
策
、
農
林
業
の
振
興
、
道
路
網
の
整
備
に
係
る
経
費
な
ど
に
、
バ
ラ

ン
ス
よ
く
配
分
さ
れ
て
い
る
の
で
賛
成
し
ま
す
。

緑
川
栄
一�

議
員

賛
成

賛
成 

１０

反
対 

1

採
決

可
決

論
討

会 計 区 分 歳入決算額 採決の結果

一　般　会　計 ４４億１，３００万円 原案可決（10 対１）

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 ５億５，８８８万円 原案可決（全員賛成）

簡 易 水 道 １億６，１９９万円 原案可決（10 対１）

農業集落排水事業 ８，８４８万円 原案可決（全員賛成）

林業集落排水事業 ２，６３２万円 原案可決（全員賛成）

介  護  保  険 ７億６，９９４万円 原案可決（10 対１）

後 期 高 齢 者 医 療 ６，４１９万円 原案可決（全員賛成）

合　　計 ６０億８，２８０万円

会
計
予
算
と
採
決
結
果�

（
１
万
円
未
満
四
捨
五
入
）
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44億1,300万円の主な事業

歳入合計
44億1,300万円

0　　　　　　　10％　　　　　20％　　　　　　30％　　　　　40％

３ 月 定 例 会

町税（11.7％）
5億1,701万円

繰入金（8.0％）
3億5,374万円

繰越金（1.1％）　
5,000万円

使用料等（0.7％）
3,176万円

譲与税等（3.9％）
1億7,282万円

国県支出金（12.8％）
5億6,231万円

地方債（16.3％）
7億1,700万円

その他（1.6％）
7,265万円

地方交付税（43.9％）
19億3,571万円

町民体育館開館記念事業
2,000万円

防災行政無線デジタル化改修事業
１億9,490万円

高齢者居住交流施設整備事業
1,527万円
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平成30年度一般会計予算

歳出合計
44億1,300万円

� 20％　　　　　　15％　　　　　10％　　　　　　５％　　　　　　　０

土木費（11.6％）
5億983万円

民生費（20.7％）
9億1,148万円

総務費（12.2％）
5億4,020万円

公債費（12.6％）
５億５,５２２万円

衛生費（5.6％）
２億4,908万円

予備費（0.3％）
1,451万円

消防費（8.6％）
3億7,860円

農林水産業費（15.4％）
6億7,746万円

教育費（10.0％）
4億4,252万円

労働費（0.0％）
9万円

災害復旧費（0.0％）
2万円

議会費（1.7％）
7,705万円

商工費（1.3％）
5,694万円

ふくしま森林再生事業
１億7,882万円

宅地造成事業
300万円

地域おこし協力隊事業
７３６万円
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可決した主な条例 ・予算 ・人事案件

疑
質Q 

免
除
さ
れ
る
行
事
の
詳
細
に
つ
い
て
は
定
め

て
い
る
の
か
。

A 

町
主
催
の
敬
老
会
や
、
公
民
館
主
催
の
青
少

年
育
成
会
議
な
ど
、
今
ま
で
町
主
体
で
使
用
さ
れ

て
い
る
行
事
は
免
除
し
ま
す
。

Q 

区
民
運
動
会
や
、
中
体
連
の
大
会
を
開
催
す

る
場
合
は
免
除
に
な
る
の
か
。

A 

中
体
連
に
関
し
て
は
、
教
育
委
員
会
の
催
し

に
な
り
ま
す
の
で
免
除
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
地

区
公
民
館
の
運
動
会
で
は
冷
暖
房
費
を
負
担
し
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

Q 

免
除
措
置
の
み
で
、
減
免
措
置
は
な
く
な
る

の
か
。

A 

使
用
料
は
全
額
免
除
の
み
で
、
減
免
措
置
は

あ
り
ま
せ
ん
。

Q 

特
に
町
長
が
必
要
と
認
め
る
と
き
と
は
ど
の

よ
う
な
想
定
を
し
て
い
る
の
か
。

A 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
の
ど
自
慢
」
や
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ボ

ン
ズ
の
使
用
な
ど
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
冷
暖
房
使
用
料
に
つ
い
て
、
町
主
催
の
行

事
お
よ
び
町
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き

免
除
す
る
。

疑
質Q 

年
間
で
は
い
く
ら
引
き
上
げ
に
な
る
か
。

A 

１
万
８
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

Q 

石
川
管
内
の
他
町
村
と
比
べ
て
保
険
料
が
高

い
の
は
な
ぜ
か
。

A 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
介
護
老
人
保
健
施

設
の
利
用
者
数
が
、
石
川
管
内
の
他
町
村
と
比
較

し
て
か
な
り
多
く
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
介

護
保
険
料
の
改
正
で
、
介
護
保
険
料
基
準
月

額
を
１
５
０
０
円
引
き
上
げ
、
６
４
０
０
円

と
す
る
。

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
１
８
４
７
万
円

減
額
し
、
総
額
５
０
億
２
６
９
８
万
７
千
円

と
す
る
。
主
な
要
因
は
三
株
山
頂
富
士
見
台

改
修
事
業
、
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
等
の

繰
越
に
よ
る
も
の
。

副
町
長
の
選
任
に
同
意

人
事
案
件

風　
間　
雄一郎 

氏

経
歴　
福
島
県
市
町
村
総
室

　
　
　
市
町
村
財
政
課　
主
任
主
査

出
身　
郡
山
市
う
ね
め
町

年
齢　
45
歳

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意

圓　
谷　
純　
子 

氏

住
所　
山
上
字
竹
貫
田

任
期　
平
成
33
年
６
月
30
日

本　
郷　
清　
松 

氏

住　
所　
田
口
字
寺
前

任　
期　
平
成
33
年
６
月
30
日

賛
成 

10

反
対 

１

採
決

可
決

◎�

福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と

早
期
発
効
を
求
め
る
意
見
書

　
　
発
議
者　
　
緑
川　
栄
一　
議
員

　
　
賛
成
者　
　
鈴
木　
一
郎　
議
員

　
　

�

外
３
名

全
員
賛
成

採
決

可
決

提
出
し
た
意
見
書

古
殿
町
民
体
育
館
条
例
の

一部
を
改
正
す
る
条
例

古
殿
町
介
護
保
険
条
例
の

一部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
29
年
度
古
殿
町一般
会
計

第
５
次
補
正
予
算

審
議
議
案

審
議
議
案

審
議
議
案

全
員
賛
成

採
決

可
決
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常任委員会の活動
　
木
材
乾
燥
施
設
建
築
工
事
現
場
お
よ
び
三
株
山
頂
富
士
見
台

建
築
工
事
現
場
を
視
察
し
、
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　
現
地
調
査
後
、
付
託
さ
れ
た
請
願
１
件
の
審
査
を
行
い
、
採

択
と
し
ま
し
た
。

工事が進む三株山頂富士見台

平成３０年度から交流人口の拡大が期待されるやぶさめアリーナ

総
務
常
任
委
員
会

　
２
月
22
日
の
全
員
協
議
会
で
は
、
平
成
30
年
度
の

主
要
事
業
に
つ
い
て
担
当
課
よ
り
説
明
を
受
け
、
事

務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
改
修
事
業
や
町
民
体

育
館
開
館
記
念
事
業
な
ど
、
新
規
事
業
や
継
続
事
業

の
内
容
に
つ
い
て
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

全 員 協 議 会
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町政を質す

一
般
質
問
は
、
３
月
14
日
に
８
人
の
議
員
が
12
問
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
疑
の
一
部
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

野崎　喜彦 議員  ���������� ９
⑴　農業経営基盤の促進強化を

⑵　人口減少対策等への政策強化を

緑川　栄一 議員  ����������10
⑴　平成30年度予算の新規事業は

佐藤　弘信 議員  ����������11
⑴　国保・保険者努力支援制度を活用せよ

佐川　勇司 議員  ����������12
⑴　平成30年度主要事業の構想は

藁谷　直吉 議員  ����������13
⑴　自然を生かした町の活性化対策について

⑵　国旗と町旗の掲揚について

岡部　淳一 議員  ����������14
⑴　高齢者支援対策の更なる充実を目指す取り組みは

⑵　現時点で確認したい施策実施の内容について

⑶　大原小学校跡地利用の進め方と方向は

木戸　久康 議員  ����������15
⑴　平成30年度の事業について

鈴木　一郎 議員  ����������16
⑴　振興計画の現時点での評価は

一
般
質
問

町民の声を
伝える

町の考えを
ただす

町政に
生かす

一 般 質 問一 般 質 問
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一 般 質 問一 般 質 問

に
移
さ
れ
る
と
い
う
年
で
あ

り
、
原
点
回
帰
と
な
る
こ
と

か
ら
、
新
た
な
視
点
に
立
っ

た
農
業
政
策
を
推
し
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

野
崎　
農
産
物
の
鳥
獣
に
よ

る
被
害
と
イ
ノ
シ
シ
等
の
被

害
総
額
は
。

町
長　
被
害
総
額
は
１
５
４

万
円
で
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲

実
績
は
４
月
１
日
か
ら
11
月

14
日
ま
で
で
イ
ノ
シ
シ
１
０

２
頭
な
ど
で
す
。

野
崎　
栽
培
奨
励
し
て
い
る

大
豆
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
の

収
穫
実
績
と
今
後
の
見
通
し

野
の

崎
ざき

　喜
よしひこ

彦 議員

　
今
年
は
、
農
業
従
事
者
に

と
っ
て
新
た
な
取
り
組
み
と

転
換
に
迫
ら
れ
る
ま
さ
に
正

念
場
と
も
言
え
る
幕
開
け
の

年
で
あ
り
ま
す
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
米
国
が
離
脱
し

ま
し
た
が
、
日
本
主
導
で
11

カ
国
が
参
加
し
、
３
月
８
日

に
南
米
チ
リ
で
署
名
式
が
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
の
農

業
は
大
打
撃
を
受
け
る
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
減
反
政
策
の
廃
止
、

い
わ
ゆ
る
「
生
産
数
量
目
標

配
分
の
廃
止
」
が
政
策
実
行

　

平
成
30
年
度
の
重
点
事

業
・
施
策
に
つ
い
て
、
交
流

は
。

町
長　
大
豆
が
４
０
９
ア
ー

ル
の
作
付
け
で
、
出
荷
量
お

よ
び
出
荷
額
は
４
０
８
０
キ

ロ
グ
ラ
ム
で
１
２
５
万
４
千

円
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
２
２
５

ア
ー
ル
で
、
８
６･

５
ト
ン
、

６
３
４
５
万
１
千
円
の
出
荷

額
で
す
。
大
豆
、
ミ
ニ
ト
マ

ト
、
山
菜
類
の
作
付
け
は
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

野
崎　
「
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
」
の
見
直
し
の
重
点

項
目
は
。

町
長　
転
用
計
画
の
あ
る
農

地
を
整
理
し
、
農
業
振
興
に

向
け
た
取
り
組
み
計
画
を
定

め
ま
す
。

野
崎　
Ｗ
Ｃ
Ｓ
と
飼
料
米
の

収
穫
実
績
と
今
後
の
見
通
し

は
。

町
長　
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
作
付
面
積

は
３
０
６
４
ア
ー
ル
。
出
荷

に
よ
る
収
入
は
、
交
付
金
込

み
の
３
２
７
２
万
３
千
円
。

飼
料
米
は
５
１
８
６
ア
ー
ル
の

２
５
０・
２
ト
ン
で
４
２
１

１
万
３
千
円
の
実
績
で
す
。

水
田
の
転
作
作
物
と
し
て
、

増
加
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

野
崎　
農
産
物
の
特
産
化
や

ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
新
た

な
取
り
組
み
は
。

町
長　
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
山
菜

等
の
振
興
と
、
ブ
ラ
ン
ド
化

に
向
け
て
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
得
を

促
進
し
ま
す
。

人
口
の
拡
大
と
定
住
促
進
対

策
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
人
口

ミニトマトの収穫風景

農
業
経
営
基
盤
の
促
進
強
化
を

人
口
減
少
対
策
等
へ
の
政
策
強
化
を

ミ
ニ
ト
マ
ト
や
山
菜
等
の
振
興
と

ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る

町
長

旧
保
育
所
跡
地
の
宅
地
分
譲
に
取
り
組
む

町
長

が
急
激
な
減
少
傾
向
の一途

を
辿
っ
て
い
る
当
町
に
と
っ
て

極
め
て
重
要
な
政
策
課
題
で

あ
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
で

す
が
、
そ
の
施
政
展
開
と
実

行
面
で
の
真
価
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。

野
崎　
地
方
バ
ス
路
線
維
持

対
策
費
が
２
２
０
万
円
ほ
ど

増
額
予
算
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
根
拠
は
何
か
。

新
し
い
交
通
体
系
を
整
備
す

る
と
き
と
思
料
す
る
が
そ
の

計
画
は
。

町
長　
利
用
者
の
減
少
や
原

油
高
騰
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
。
次
年
度
か
ら
取
り
組
む

町
振
興
計
画
の
策
定
の
中
で

議
論
し
て
ま
い
り
ま
す
。

野
崎　
流
鏑
馬
事
業
の
馬
と

厩
舎
の
問
題
を
、
今
後
ど
の

よ
う
に
進
め
る
考
え
で
す
か
。

町
長　
流
鏑
馬
保
存
会
と
協

議
し
な
が
ら
、
良
い
方
向
に

進
め
ま
す
。

野
崎　
定
住
促
進
対
策
事
業

費
が
前
年
比
５
４
０
万
円
減

額
さ
れ
て
い
る
が
、
積
極
的

な
Ｐ
Ｒ
で
事
業
効
果
を
上
げ

る
べ
き
と
思
う
が
。

町
長　
本
事
業
は
今
年
度
実

績
が
な
く
、
今
後
、
県
と
の

連
携
を
図
り
補
助
金
の
か
さ

上
げ
を
行
い
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
首
都
圏
で
の
イ
ベ

ン
ト
で
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
す
。

野
崎　

宅
地
造
成
事
業
に

３
０
０
万
円
予
算
計
上
し
て

い
る
。
分
譲
地
募
集
要
項
を

独
創
的
な
も
の
と
し
、
応
募

の
拡
大
を
図
る
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

町
長　
来
年
度
は
区
画
数
や

区
画
割
の
基
本
設
計
を
行
い

ま
す
の
で
、
分
譲
地
の
募
集

は
今
後
検
討
し
ま
す
。

野
崎　
町
民
体
育
館
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
・
イ
ヤ
ー
と
し
て

の
主
な
事
業
は
何
か
。
交
流

人
口
増
が
見
込
め
る
よ
う
な

催
し
や
、
予
定
は
あ
る
の
か
。

町
長　
一つ
目
は
公
開
番
組
Ｎ

Ｈ
Ｋ
「
の
ど
自
慢
」、
二
つ
目

は
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
と
の
連
携
イ
ベ
ン
ト
、

三
つ
目
は
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が

行
う
講
習
会
へ
の
支
援
、
四

つ
目
は
広
域
的
な
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
支
援
で
す
。
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一 般 質 問一 般 質 問

緑
みどり

川
かわ

　栄
えい

一
いち

 議員

　
古
殿
町
に
お
け
る
最
重
点

課
題
は
、
人
口
の
流
失
抑
制

地
場
産
業
や
新
た
な
産
業
育

成
と
雇
用
の
創
生
、
所
得
の

向
上
に
よ
る
住
ん
で
み
た
い

町
づ
く
り
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
で
平
成
30
年

度
当
初
予
算
に
お
い
て
の
重

点
事
業
お
よ
び
新
規
事
業
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

緑
川　
子
育
て
世
帯
へ
の
住

宅
取
得
支
援
お
よ
び
、
宅
地

取
得
助
成
制
度
の
新
設
計
画

は
。

町
長　
今
年
度
よ
り
、
子
育

て
世
帯
な
ど
町
外
か
ら
の
転

入
者
の
住
宅
取
得
等
を
支
援

す
る
助
成
事
業
を
立
ち
上
げ

て
お
り
ま
す
。
来
年
度
は
当

事
業
に
お
い
て
県
外
か
ら
の

移
住
者
に
は
補
助
金
額
を
か

さ
上
げ
す
る
な
ど
、
新
た
に

県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
実

施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

緑
川　
交
流
人
口
拡
大
事
業

は
。

町
長　
交
流
人
口
の
拡
大
に

向
け
て
、
新
年
度
は
、
ス

ポ
ー
ツ
や
観
光
誘
客
に
力
を

入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
町
民
体
育

平
成
30
年
度
予
算
の
新
規
事
業
は

県
と
連
携
を
図
り
県
外
か
ら
の
移
住
者
に
補
助

金
額
の
か
さ
上
げ
等
を
実
施
す
る

町
長

館
の
開
館
を
記
念
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
の
ど
自
慢
」
や
、
プ
ロ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
と
連

携
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
観
光
誘

客
に
関
し
て
は
、
新
た
に
生

ま
れ
変
わ
る
三
株
山
頂
富
士

見
台
に
関
す
る
情
報
発
信
や

県
と
連
携
し
た
各
種
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
な
ど
に
取
り
組
ん

で
ま
い
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

緑
川　
雇
用
創
生
事
業
は
。

町
長　
中
小
企
業
借
入
金
利

子
補
給
事
業
や
償
却
資
産
に

係
る
特
例
措
置
な
ど
の
制
度

交流人口拡大が期待されるやぶさめアリーナ

後継者不足が懸念される畜産業

等
を
活
用
し
、
町
内
企
業
の

経
営
基
盤
の
確
保
・
強
化
を

図
り
、
雇
用
を
創
生
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

緑
川　
農
林
業
お
よ
び
畜
産

振
興
対
策
事
業
は
。

町
長　
農
業
の
振
興
に
向
け

て
は
、
戦
略
的
産
地
づ
く
り

総
合
支
援
事
業
に
よ
る
ミ
ニ

ト
マ
ト
に
係
る
ハ
ウ
ス
や
、

大
豆
栽
培
に
係
る
管
理
機
等

の
導
入
支
援
の
ほ
か
、
農
業

次
世
代
人
材
育
成
投
資
事
業

に
よ
る
新
規
就
農
者
へ
の
支

援
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
る
考

え
で
あ
り
ま
す
。
林
業
に
つ

い
て
は
、
千
年
の
森
育
成
事

業
、
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事

業
に
よ
る
森
林
整
備
の
促
進

畜
産
の
振
興
に
向
け
て
は
、

優
良
基
礎
雌
牛
導
入
事
業
基

金
を
活
用
し
た
町
有
貸
付
牛

事
業
等
を
行
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

緑
川　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

の
寄
付
状
況
と
六
次
化
産
品

の
開
発
計
画
は
。

町
長　
ふ
る
さ
と
納
税
に
係

る
今
年
度
の
寄
付
状
況
は
、

２
月
28
日
現
在
78
件
で
、

１
９
３
万
２
千
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
六
次
化
産
品
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
も
大
豆

ミ
ー
ト
な
ど
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

引
き
続
き
、
農
業
者
や
お
ふ

く
ろ
の
駅
な
ど
と
連
携
し
な

が
ら
開
発
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
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こ
の
制
度
は
保
険
者
（
市

町
村
）
に
と
っ
て
極
め
て
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ

こ
で
町
と
し
て
の
考
え
方
や

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

佐
藤　
町
の
役
割
は
従
来
と

ど
の
よ
う
な
点
が
変
わ
っ
て

く
る
の
か
。

町
長　
国
民
健
康
保
険
の
財

政
運
営
の
主
体
は
県
に
な
り

ま
す
。
町
と
町
民
の
関
係
は

制
度
改
革
後
も
変
わ
り
ま
せ

ん
。

一 般 質 問一 般 質 問

佐
さ と う

藤　弘
ひろのぶ

信 議員

　
平
成
30
年
４
月
よ
り
国
民

健
康
保
険
の
運
営
主
体
が
市

町
村
か
ら
、
県
に
移
る
制
度

改
革
が
な
さ
れ
ま
す
。
県
が

保
険
者
に
加
わ
り
財
政
運
営

の
責
任
主
体
と
な
る
こ
と
で

国
保
財
政
の
安
定
化
を
目
指

す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
制
度
改
革
の
中
で
、

医
療
費
の
抑
制
、
適
正
化
に

向
け
て
努
力
し
て
い
る
保
険

者
（
市
町
村
）
に
対
し
て
、

そ
の
評
価
に
応
じ
て
交
付
金

を
交
付
す
る
保
険
者
努
力
支

援
制
度
が
あ
り
ま
す
。

佐
藤　
こ
の
取
り
組
み
は
、

町
の
取
り
組
み
だ
け
で
は
不

十
分
で
あ
り
ま
す
。
被
保
険

者
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
・

情
報
の
提
供
を
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
の
か
。

町
長　
特
定
検
診
の
受
診
率

向
上
や
保
健
指
導
、
健
康
づ

く
り
へ
の
動
機
づ
け
支
援
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
広
報

誌
な
ど
を
活
用
し
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促
進

等
の
働
き
か
け
を
し
て
い
き

ま
す
。

佐
藤　
制
度
改
革
で
、
市
町

村
に
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

町
長　
急
激
な
医
療
費
の
増

や
、
保
険
税
の
収
納
不
足
に

対
す
る
リ
ス
ク
を
回
避
で
き

る
な
ど
、
財
政
運
営
の
安
定

化
を
図
れ
ま
す
。

佐
藤　
保
険
税
が
安
く
な
る

と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た

が
、
我
が
町
で
は
ど
の
よ
う

な
状
況
に
な
る
の
か
。

町
長　
県
の
試
算
結
果
で
は

平
成
30
年
度
の
保
険
税
は
今

年
度
よ
り
減
少
す
る
と
見
込

ん
で
お
り
ま
す
。

佐
藤　
保
険
者
努
力
支
援
制

度
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
る
の
か
。

町
長　
８
項
目
の
指
標
が
あ

り
ま
す
が
、
医
療
費
の
増
大

要
因
と
な
る
が
ん
や
心
臓
病

脳
卒
中
等
の
予
防
や
重
症
化

を
防
ぐ
取
り
組
み
な
ど
が
評

価
さ
れ
ま
す
。

佐
藤　
医
療
費
適
正
化
の
取

り
組
み
の
中
で
、
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
の
策
定
を
推
進
し

て
い
ま
す
が
、
我
が
町
は
ど

の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
。

町
長　

現
在
、
第
１
期
の

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を
策
定

中
で
、
年
度
内
に
策
定
完
了

す
る
予
定
で
す
。

佐
藤　
保
険
者
努
力
支
援
制

度
は
８
項
目
の
指
標
が
あ
り

点
数
に
よ
り
評
価
し
て
交
付

金
の
額
を
計
算
す
る
わ
け
で

す
が
、
交
付
金
は
保
険
税
の

一
部
と
し
て
充
当
さ
れ
る
の

か
。
そ
れ
に
よ
り
被
保
険
者

の
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
る
の

か
。

町
長　
県
が
町
に
再
分
配
す

る
交
付
金
は
、
町
が
納
め
る

納
付
金
と
相
殺
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
県
へ
の
納
付
金

が
軽
減
さ
れ
る
見
込
み
で
、

結
果
的
に
国
保
税
の
減
少
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

定期的な検診を

自己管理の強化

国
保
・
保
険
者
努
力
支
援
制
度

を
活
用
せ
よ

情
報
を
発
信
し
な
が
ら

取
り
組
み
ま
す

町
長
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佐
さ が わ

川　勇
ゆ う じ

司 議員

　
平
成
30
年
度
主
要
事
業
は

町
の
活
性
化
に
必
要
な
取
り

組
み
と
認
識
し
ま
す
が
、
内

容
確
認
の
た
め
、
次
の
点
を

伺
い
ま
す
。

佐
川　
介
護
事
業
所
「
コ
ス

モ
ス
荘
」
の
整
備
に
向
け
た

測
量
調
査
、
実
施
設
計
と
あ

り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
構

想
か
。

町
長　
外
部
有
識
者
か
ら
も

意
見
を
頂
き
な
が
ら
、
そ
の

方
向
性
を
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
結
果
を

測
量
調
査
や
基
本
・
実
施
設

計
に
、
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

佐
川　
一
人
暮
ら
し
や
高
齢

者
居
住
の
福
祉
対
策
と
し
て

早
急
な
取
り
組
み
が
望
ま
れ

て
お
り
ま
す
。
高
齢
者
居
住

施
設
整
備
で
す
が
、
今
後
の

計
画
内
容
は
。

町
長　
基
本
計
画
の
策
定
や

用
地
造
成
工
事
の
設
計
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

佐
川　
平
成
30
年
度
か
ら
減

反
政
策
が
廃
止
さ
れ
、
農
業

に
対
す
る
意
欲
の
減
退
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
連
作
・
環
境

保
全
対
策
を
含
め
た
大
豆
栽

培
促
進
に
つ
い
て
今
後
の
取

り
組
み
は
。

町
長　
新
年
度
、
生
産
者
団

体
の
大
豆
栽
培
に
係
る
作
業

効
率
の
改
善
や
、
規
模
の
拡

大
に
向
け
た
管
理
機
の
導
入

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
連
作
障
害
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
遊
休
農
地
を
活

用
し
た
輪
作
体
系
の
構
築
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
主
要
事
業
の
構
想
は

町
の
活
性
化
に
取
り
組
む

町
長

高齢者居住施設整備計画のある愛宕団地跡地

整備計画のある「コスモス荘」と移転される古殿分署

佐
川　
有
害
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
に
つ
い
て
、
今
後
の
取

り
組
み
と
カ
メ
ラ
付
セ
ン

サ
ー
の
現
状
は
。

町
長　
有
害
鳥
獣
の
被
害
防

止
に
向
け
て
は
、
引
き
続
き

狩
猟
者
の
育
成
・
確
保
を
進

め
る
と
と
も
に
、
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
や
電
気
牧
柵
の

設
置
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
カ
メ
ラ
付
セ
ン

サ
ー
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

山
上
地
内
に
１
基
設
置
し
て

お
り
ま
す
が
、
捕
獲
実
績
は

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
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藁
わらがや

谷　直
なおよし

吉 議員

　
日
本
は
、
人
口
減
少
が
進

み
、
超
高
齢
社
会
の
到
来
、

社
会
保
障
費
の
増
大
、
労
働

力
の
低
下
な
ど
で
、
消
え
る

市
町
村
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
人
口
減
少
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
点
で
町
の
状
況
や
行
政
な

ど
に
影
響
や
障
害
を
与
え
、

今
後
、
将
来
が
不
安
で
あ
り

ま
す
。

　
町
を
元
気
に
す
る
た
め
に

町
を
観
光
促
進
に
よ
り
、
交

流
人
口
を
拡
大
し
て
地
名
度

を
ア
ッ
プ
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
次
の
点
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

議場に掲げられている国旗と町旗

バギーコースで集客する観光地

藁
谷　
読
み
聞
か
せ
会
「
あ

の
ね
」
で
作
成
し
た
紙
芝
居

の
絵
を
町
の
広
報
誌
「
広
報

ふ
る
ど
の
」
の
表
紙
に
使
う

考
え
は
。

町
長　
当
団
体
に
打
診
し
た

と
こ
ろ
、
承
諾
を
得
る
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

藁
谷　
中
学
生
議
会
の
提
案

を
、
町
行
政
に
活
か
す
点
は

な
か
っ
た
か
。

町
長　
中
学
生
の
提
案
を
基

に
、
今
月
初
め
、
県
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
ミ
デ
ッ
テ
」

に
お
い
て
、
古
殿
の
物
産
を

紹
介
す
る
フ
ェ
ア
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、
新
し
い
体
育

館
の
開
館
に
あ
わ
せ
、
体
育

館
等
を
紹
介
す
る
動
画
を
作

成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

藁
谷　

防
災
広
報
無
線
で
、

町
の
行
事
な
ど
を
広
報
す
る

考
え
は
。

町
長　
こ
れ
ま
で
も
防
災
広

報
無
線
を
活
用
し
、
主
な
町

の
行
事
等
に
つ
い
て
、
広
報

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

藁
谷　
や
ぶ
さ
め
ア
リ
ー
ナ

の
利
活
用
に
、
ド
ロ
ー
ン
操

作
実
技
講
習
会
な
ど
に
活
用

す
る
考
え
は
。

町
長　
各
種
講
習
会
で
の
体

育
館
利
用
に
つ
い
て
は
、
可

能
な
限
り
対
応
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

藁
谷　
町
の
自
然
を
活
用
し

た
四
輪
バ
ギ
ー
コ
ー
ス
を
整

備
し
、
街
お
こ
し
を
す
る
考

え
は
。

町
長　
町
に
お
い
て
自
然
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
は
重

要
と
考
え
ま
す
が
、
具
体
的

な
構
想
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
の
３
月
定
例
会
で
、

毎
日
か
祭
日
に
国
旗
を
掲
揚

す
る
考
え
を
質
問
し
た
と
こ

ろ
、「�

慶
事
行
事
な
ど
国
か

ら
指
示
が
あ
る
場
合
に
は
掲

揚
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の

国
の
祭
日
等
に
町
が
独
自
で

掲
揚
す
る
こ
と
は
対
応
し
て

お
ら
ず
、
今
後
も
同
様
の
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
答

弁
さ
れ
ま
し
た
。
自
治
体
に

自
然
を
生
か
し
た
町
の
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

具
体
的
な
構
想
は
あ
り
ま
せ
ん

町
長

よ
り
対
応
が
ま
ち
ま
ち
で
あ

り
、
近
隣
自
治
体
の
平
田
村

で
は
国
旗
の
掲
揚
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
次

の
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

藁
谷　
今
後
も
、
平
日
、
祭

日
に
国
旗
や
町
旗
を
掲
揚
し

な
い
方
針
で
行
く
の
か
。

町
長　
今
後
も
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
の
対
応
を
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

国
旗
と
町
旗
の
掲
揚
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
と
同
様
の
対
応
を
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

町
長
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岡
お か べ

部　淳
じゅんいち

一 議員

　
県
内
自
治
体
で
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
、
免

許
を
返
納
し
た
高
齢
者
全
体

に
生
活
支
援
策
が
次
々
と
打

ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
関
連

す
る
施
策
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

岡
部　
へ
き
地
バ
ス
や
福
祉

バ
ス
の
運
行
な
ど
で
足
の
確

保
が
な
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
今
後
進
め
た
い

こ
と
は
何
で
す
か
。

町
長　
現
在
運
行
し
て
い
る

へ
き
地
バ
ス
や
福
祉
バ
ス
の

課
題
を
整
理
し
、
利
便
性
の

向
上
を
検
討
し
た
い
と
考
え

ま
す
。�

岡
部　
足
の
確
保
に
公
的
な

支
援
体
制
と
と
も
に
、
民
間

の
取
り
組
み
に
関
し
、
ど
う

対
応
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま

す
か
。

町
長　
民
間
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
公
共
性
や
緊
急

性
に
よ
り
、
行
政
と
し
て
の

関
わ
り
方
を
判
断
し
ま
す
。

岡
部　
町
内
に
お
い
て
、
介

護
サ
ポ
ー
ト
を
中
心
に
高
齢

者
支
援
を
担
う
サ
ポ
ー
ト
タ

ク
シ
ー
が
運
行
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
事
業
に
対
す
る

認
識
は
。

町
長　
昨
年
末
か
ら
町
内
の

方
が
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
運
行

高
齢
者
支
援
の
更
な
る
充
実
を

今
後
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

町
長

を
開
始
し
た
の
は
承
知
し
て

い
ま
す
。

岡
部　
民
間
事
業
に
対
し
て

は
、
町
と
の
関
わ
り
で
支
援

事
業
が
取
り
組
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
新
た
な
形
と
な
り
ま

す
が
、
小
規
模
事
業
者
へ
の

支
援
も
必
要
な
時
期
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
長　
先
ほ
ど
も
答
弁
し
た

通
り
、
民
間
で
取
り
組
む
も

の
に
つ
い
て
は
そ
の
公
共
性
、

緊
急
性
に
よ
り
、
行
政
の
関

わ
り
方
を
判
断
し
ま
す
。

岡
部　
免
許
返
納
者
へ
の
支

援
策
に
つ
い
て
町
の
考
え
方

は
。現

時
点
で
確
認
し
た
い

施
策
実
施
の
内
容

早
期
の
事
業
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す

町
長

町
長　
足
の
確
保
が
重
要
で

あ
り
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う

な
対
応
が
可
能
か
今
後
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

岡
部　
こ
れ
ま
で
の
自
殺
防

止
対
策
は
総
括
し
た
の
か
。

町
長　
自
殺
防
止
に
向
け
て

は
、
こ
れ
ま
で
臨
床
心
理
士

に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
相
談
」

や
郡
内
町
村
が
連
携
し
た
講

演
会
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
全

戸
配
布
等
を
実
施
し
た
結
果

近
年
は
自
殺
者
が
減
少
し
て

お
り
、一定
の
効
果
が
あ
っ
た

も
の
と
考
え
ま
す
。

活用が望まれる論田小学校の跡地

足の確保に重要なへき地バス

岡
部　
論
田
小
学
校
跡
地
・

建
物
活
用
の
方
向
性
は
で
た

の
か
。

町
長　
今
年
度
も
数
件
の
問

い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
も
の
の
、

具
体
的
な
活
用
の
方
向
性
を

決
定
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

岡
部　
県
道
三
株
・
下
市
萱

線
の
改
良
の
見
通
し
は
。

町
長　
県
で
は
昨
年
度
、
緊

急
に
対
応
が
必
要
な
箇
所
を

整
理
す
る
と
と
も
に
、
今
年

・�

大
原
小
学
校
跡
地
利
用
の

進
め
方
と
方
向
は

そ
の
他

質
の

問

度
は
一
部
の
地
形
測
量
を
行

う
な
ど
、
早
期
の
事
業
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

岡
部　

特
老
「
ふ
る
ど
の

荘
」
の
増
設
の
見
通
し
は
。

町
長　
増
設
の
計
画
は
あ
り

ま
せ
ん
。
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平
成
30
年
度
の
事
業
に
つ
い
て

基
本
計
画
の
策
定
お
よ
び
用
地

造
成
工
事
に
向
け
た
設
計
を

行
い
ま
す

町
長 木

き ど
戸　久

ひさやす
康 議員

　
平
成
30
年
度
の
予
算
が
示

さ
れ
、
や
ぶ
さ
め
ア
リ
ー
ナ

も
完
成
し
、
い
よ
い
よ
新
生

古
殿
町
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
２
月
22
日
に
主
要
事
業
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
少

し
気
に
な
る
点
が
あ
る
の
で

質
問
い
た
し
ま
す
。

木
戸　
古
殿
分
署
地
等
整
備

事
業
の
内
容
は
。

町
長　
進
入
路
の
舗
装
工
事

敷
地
内
の
消
火
栓
設
置
工
事

敷
地
東
側
の
側
溝
設
置
工
事

を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

木
戸　
有
害
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
の
内
容
は
。

町
長　

電
気
牧
柵
や
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
設
置
を

支
援
す
る
も
の
で
あ
り
、
電

気
牧
柵
は
80
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
は
３
地

区
、
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

作付増が期待される大豆

活用が期待されるやぶさめアリーナ

木
戸　
農
事
組
合
活
動
支
援

事
業
の
内
容
は
。

町
長　
水
田
の
転
作
に
よ
り

作
物
を
栽
培
し
た
場
合
、
農

事
組
合
単
位
で
１
ヘ
ク
タ
ー

ル
あ
た
り
８
千
円
を
交
付
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

木
戸　
高
齢
者
居
住
交
流
施

設
整
備
事
業
の
内
容
は
。

町
長　
基
本
計
画
の
策
定
お

よ
び
用
地
造
成
工
事
に
向
け

た
設
計
を
行
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。

木
戸　
や
ぶ
さ
め
ア
リ
ー
ナ

を
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
く
の
か
。

町
長　

公
開
番
組
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
の
ど
自
慢
」、
プ
ロ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
と
の

連
携
イ
ベ
ン
ト
、
ス
ポ
ー
ツ

団
体
が
行
う
講
習
会
へ
の
支

援
、
広
域
的
な
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

木
戸　
旧
保
育
所
跡
地
の
宅

地
造
成
の
た
め
の
業
務
委
託

と
は
。

町
長　
旧
保
育
所
跡
地
を
宅

地
分
譲
地
と
す
る
に
あ
た
り

区
画
数
、
区
画
形
態
の
概
要

図
等
を
作
成
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
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一 般 質 問一 般 質 問

振
興
計
画
の
現
時
点
で
の
評
価
は

町
民
の
理
解
も
促
進
さ
れ
て
い
る
と

考
え
て
お
り
ま
す

町
長 鈴

す ず き
木　一

いちろう
郎 議員

　
町
は
10
年
を
区
切
り
と
し

て
振
興
計
画
を
策
定
し
、
行

政
運
営
の
指
針
と
し
て
い
ま

す
。
第
６
次
振
興
計
画
も
あ

と
２
年
で
終
了
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

鈴
木　
伝
統
文
化
の
保
存
と

継
承
に
つ
い
て
。

町
長　
町
の
貴
重
な
文
化
財

を
次
の
世
代
に
継
承
し
て
い

く
た
め
、
積
極
的
な
保
存
と

活
用
を
進
め
て
お
り
、
町
民

の
文
化
遺
産
に
対
す
る
理
解

も
促
進
さ
れ
て
い
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

鈴
木　
農
林
業
の
振
興
状
況

は
。

町
長　
林
業
に
つ
い
て
は
千

年
の
森
育
成
事
業
や
、
ふ
く

し
ま
森
林
再
生
事
業
の
実
施

に
よ
り
、
森
林
の
整
備
が
進

ん
で
い
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
原
発
事

故
に
伴
う
風
評
や
就
業
者
の

高
齢
化
な
ど
、
難
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

鈴
木　
道
路
網
の
整
備
状
況

は
。

町
長　
国
の
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
や
起
債
等
を
活

用
し
な
が
ら
、
町
道
の
改
良

舗
装
、
橋
梁
補
修
な
ど
は
着

実
に
進
ん
で
い
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

鈴
木　
環
境
保
全
対
策
の
現

況
と
課
題
は
。

町
長　
町
で
も
道
路
補
修
班

に
よ
る
環
境
美
化
を
推
進
す

る
ほ
か
、
毎
年
、
全
町
一
斉

に
行
う
地
域
環
境
美
化
運
動

い
わ
ゆ
る
道
路
河
川
愛
護

デ
ー
の
取
り
組
み
が
地
域
に

浸
透
し
て
お
り
ま
す
。
課
題

と
し
て
は
、
不
法
投
棄
へ
の

対
策
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

鈴
木　
防
災
対
策
の
状
況
は
。

町
長　
消
防
団
等
と
の
連
携

に
よ
り
、
防
災
に
向
け
た
体

制
を
整
え
る
一
方
、
新
年
度

か
ら
２
か
年
で
防
災
行
政
無

線
を
更
新
す
る
な
ど
、
引
き

続
き
町
民
の
安
全
・
安
心
を

確
保
し
て
ま
い
る
考
え
で
あ

り
ま
す
。

改良が進む町道竹貫田いわき線

整備が望まれる牛ヶ城跡周辺（通称館山）
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Q　平成２８年３月一般質問から
大豆等の生産拡大の取り組みはテーマ

A　町長答弁

六次化の展開・遊休農地対策と大豆等の生産
拡大のために刈取機導入も検討しては

安定した生産量と品質を確保するための施策と
六次化の支援を検討します

その後の
対　　応

追跡追跡レポート
その後
　   どうなった？

No.41

さらなる大豆ミートの振興を

コンバインを利用した刈り取り

コンバインをどんどん
使って、大豆の作付け
拡大が期待できるね!

しみもっちー
平成27年の中学生議会で提案されて
誕生した「凍み餅」のキャラクター

汎用コンバインを導入しました
遊休農地・耕作放棄地の解消に向けた取り組みを推進するため、町で汎用コンバイン
を導入し、農家に貸し出しを行いました。これまで町外に委託していた作業は、自前
での対応が可能となり、適期作業・農家所得の向上に寄与しています。コンバインは
大豆のほかにも、麦・蕎麦などの刈り取りが可能です。
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み ん な の ペ ー ジ

＊始まったきっかけは。
　松川直売所（代表：岡部義則さん）は家庭で
栽培した野菜や山菜を販売し、消費者から「お
いしかったよ」との声をいただいたり、お互い
に顔の見える販売の喜びを分かち合い、お茶の
みをしたりする交流場所がほしいとのきっかけ
で始まりました。

＊どのような経過ですか。
　平成21年に「あぐりネット福島」の空き地を
無償でお借りし、無人の仮設販売店を造り、自
宅で育てた野菜や山菜などを販売したり、土曜
日は会員が各自の手料理を持ち寄り、会員同士
や買いに来るお客さんとの交流が始まりました。
　風雪時やトイレのことで困っていたところ、
地権者「有限会社あぐりネット福島」から、店
舗の改修、駐車場、加工所、暖房などの整備、
トイレ、交流部屋新築などの支援を受け、無償
で使わせていただいております。

＊松川直売所からのお願い。
　毎週土曜日は、会員自慢の手料理を持ち寄り、
つまみながら交流している農家の奥さんサロン
です。
　気軽に「農家の母ちゃんサロン」へ遊びに来
てほしいです。

＊現在の活動は。
　毎日８時から16時まで、家庭菜園の野菜や四
季折々の山菜などを無人販売し、毎週土曜日は
会員が各自の手料理を持ち寄って、買いに来た
お客さんと交流しております。
　震災後の３年間は売り上げが半減しましたが、
現在は回復しました。お客さんは半分が地元で、
ほかは隣のいわき市から買い求めに来てくれま
す。
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次回の
定例会

古殿町のホームページからもご覧いただけます。

古殿町 検　索 町議会へ

６月上旬

今回紹介するのは、　「松川直売所」です。�

会員20名で楽しく活動しています

直売所の様子（松川字前木地内）


